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平成4年 度 教育研究員(特 別活動)研 究主題 一 一一一「

自己を生か し,互 いに認め合い,高 め合う集団活動を通して

児童の自主的,実 践的態度を育てる指導
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研究の大要

「共言廼欝L ,一互いに認め合 い,高 め合 う集団活動を通 して

児童の自主的,実 践的態度を育てる指導

児童は本来,豊 かな感性や可能性に満ち,興 味や関心,意 欲を最大限に発揮 しなが ら,よ り

よ く生 きていこうとす るた くましい生命力を内に秘めている。

しか し,近 年の急速な社会の変化 は,児 童の生活形態や意識に大 きな影響を与えている。例

えば,核 家族化や少子化,塾 通い,遊 び場の減少等に伴 う一人遊 びの傾向が見 られ,児 童の人

間関係を希薄化 させ,社 会性や地域社会における連帯意識の乏 しさを もたらして いる。

従 って,こ れか らの学校教育においては,今 後 ますます変化す るであろう社会 に児童一人一

人が主体的に対応 し,自 己の生活を向上させ るたあ,友 達 と互いに協力 しなが ら積極的に問題

解決に取 り組んでいこうとする態度や能力の育成が一層重要な課題 となる。

そこで,「 望ま しい集団活動を通 して,心 身の調和のとれた人格形成 と個性の伸長を図 り,

児童一人一人に自主的,実 践的態度を育て る」 ことを目指す特別活動においては,学 校や学級

生活の中で児童相互が認め合い,高 め合 う等の体験 的活動を通 して問題解決能力を育て ること

が大切である。

以上の ことか ら,本 年度 は,① 望ま しい集団活動を通 して,児 童一人一人のよさや可能性を

生か し自己実現を果 たしてい く意欲 ・態度の育成。②友達 と協力 して活動す る体験を通 して,

互いに認め合 い,高 め合 う人間関係を培 う社会性の育成。③協力 してよ り良 い生活を築 くため

に,学 校や学級生活 における問題を発見 し解決に向けて自ら思考 し,判 断 し,実 践する力の育

成等が大切であると考え,本 研究主題を設定 した。

なお,共 通研究主題 にせ まるため,下 記のように分科会の研究主題を設定 した。

○学級活動(下 学年)

○学級活動(上 学年)

○児童会活動

○学校行事

「友だちのよさに気付 き,力 を合わせて活動 しようとする意欲や態

度を育てる指導の工夫」

「共に高め合 う学級活動 をめざして,一 人一人が 自信をもって活動

す る指導の工夫 一 話合い活動を通 して・一一 」

「一人一人の児童が互いに認め合い自主的に活動す る児童集会の指

導の工夫」

「児童一人一人を意欲的に参加させ,社 会性をは ぐくむ勤労生産 ・

奉仕的行事の指導の工夫 一 事前 ・事後の指導を通 して一 」
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11.友 だちのよさに気付き,力 を合わせて活動 しようとす る意欲や態度を育てる指導の工夫

(学級活動下学年分科会)

1.主 題設定の理由

この時期の児童は,素 直に自分を表現 しようとす る意欲や態度が旺盛である。 また,人 と

人 とのかかわ りが十分でない面 もあり,限 られた児童や教師にかかわ りを もとうとす る傾向

がある。そのため,自 己中心的な言動や 自己本位な対人関係が生 じやすい。

そこで,何 で も言い ・聞き合 い,互 いが信頼 し合える学級の雰囲気をつ くることや,共 に

活動す る体験を通 して得 られ る所属感や連帯感を培 うことが大切である。温かな学級づ くり

や児童相互の信頼関係を培 うことで,安 心 して,積 極的に自分を表現 しよ うとす る意欲や態

度が育 ってい く。そ して,共 通の目標を理解 し,互 いに認め合 う活動を積み重ね ることによ

り,自 分のよさや友達のよさに気付 き,協 力 し合 う人間関係が芽生えるもの と考える。

下学年分科会では,温 かい人間関係を基盤 とした望 ま しい集団活動を通 して,① 児童相互

のかかわ り合いを大切に し,個 々の児童の資質や能 力を互 いに認 め合 う人間関係 を培 うこと,

②協力 して活動する楽 しさや喜びの体験を積み重ね,役 割意識や実践的な態度を育て ること,

を中心 に研究を進め ることに した。

共通研究主題の関連 においては,役 割体験を通 して自分の欲求が満たされ,成 就感を味わ

えることが 「自己を生かす」 ことに,ま た,友 達のよさに気付 き,力 を合わせて活動するこ

とが 「互いに認め合い,高 め合 う活動」に関連す るものと考え,本 分科会の主題を設定 した。

2.研 究仮説の設定

「楽 しかった」という体験 は,活 動への主体的な意欲を向上 させ,実 践的な行動の原動力

となるものである。 さらに,児 童相互のかかわ り合いを大切に した指導を工夫 し,友 達のよ

さに気付 くよ う援助 し,楽 しさや喜びを味わう体験を積み重ねれば,力 を合わせて活動 しよ

うとす る意欲が湧 く。 このよ うな活動体験を通 して,望 ま しい人間関係や学級の所属感や連

帯感 もはぐくまれる。児童相互のかかわ り合いが深まり,互 いのよさに気付 き認め合えば信

頼感 も培われ,自 己を表現 しようとす る意欲や態度 も向上すると考え,研 究仮説を設定 した。

研究仮説

に
児童相互のかかわり合いを大切に した指導を工夫 し,楽 しざや喜びの体験を積み重ね

ば,力 を合わせて活動 しよ うとする意欲や態度が育つであろう。
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3.研 究内容

q}仮 説検証の視点 と手だて及び具体 的な取 り組み

視点1友 達関係を広げ深める指導の工夫 視点2協 力 して活動する楽 しさや喜びを

体験する指導の工夫
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友達の行動や考えに関心を もっことがで きる

友達のよさを見付け合い,学 び合いなが ら活動す ることがで きる

友達 と仲 よく助け合 いなが ら活動す ることができる

活動のめあてにそった発言や行動をすることがで きる

役割を見付け,や りぬ くことがで きる

進んで活動す ることがで きる

認め,励 まし合いなが ら活動す ることがで きる

○多様な小集団活動の工夫

・生活班,係,隣 り同士,な かよ しなど

身近な小 グループでの活動

・意見や興味 ・関心が同 じな ど,志 向が

同 じ者の小グループでの活動

○変化をもたせた活動 内容の工夫

・楽 しさや喜 びを体験できる題材を通 し

ての活動

・一単位時間の中に,全 員での話合い,

小集団での話合い,個 人や グループで

の発表や作業などを効果的に取 り入れ

た活動

授業研究を支えるもの

調査研究

・アンケー トの調査

・教師の観察

評価の工夫

・自己評価及び相互評価

・教師の助言,援 助

教室環境

・学級活動 コーナー

・学級会 グッズ
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{1)実 践事例3年 題材 「力を合わせて,ラ ィデァいっぱいの楽 しい展覧会の共同作品を作

ろう」

視点2《 協力 して活動する楽 しさや喜びを体験する指導の工夫》 「多様な小集団活動 を工

夫する」

手だて 展覧会の共同作品制作 に向けて,一 人一人のアイデァを募集 し,ア イデアごとにグ

ループを作 った。制作の前段階にグループ毎の活動(設 計図作 り)を 取 り入れ,そ れを学級

活動の場で紹介 し合い学級全体の もの とした。さらに,作 品制作に向けて困 っていることを

出 し合い,問 題解決のための話合いを設 けた。

題材の指導過程や,話 合いの中の小集団活動を通 して,児 童一人一人が もっている力を生

か し,学 級全体の人間関係を深め るとともに,問 題解決のための話合いや様々な役割活動 を

通 して,一 人一人が成就感を味わい,一 層学級内の連帯感 も高 まるであろ うと考えた。

授業の概要 本時は,① 各グループの活動計画を発表②困 っていることを相談す るの二つを

話合いの柱 と した。①では,み んなにわか りやすいよう,実 際 に設計図を もたせての発表に

し,発 表の際は役割分担を明確 に した。②では事前に一人一人の児童が問題解決の方法を考

えてお き,本 時の話合いが実践 に結びつ くように した。

話合いの後の司会 グループによる 「よかったことの発表」や,学 級会 ノー トにおける自己

評価等,評 価の工夫 も試みた。

考 察 制作準備 や途中のグループ活動では役割分担を明確に したので,一 人一人の児童が

生 き生 きと活動する姿が見 られた。 また指導過程にグループ内の問題解決のための話合 いや

活動の報告会を盛 り込む ことにより,力 を合わせて展覧会に向かおうとする意欲が出て きた。

これまで,学 級で自然に発生す る小 グループは,得 意な ことや考え方が同 じといった心情

的な共感 心理的結合が大きな要因 になって
.L」 睡.1

いたが,共 通の目標に共同 して向か う経験 を

通 して互いに協力 し,進 んで活動 しようとす

る意欲や態度が育 った。学校行事に向けて全

校的に盛 り上がる雰囲気の中で学級 と して,

一人一人の具体的な活動の場を設け,役 割分

担 しなが ら協力することで,一 人一人の成就

感 も増 し,次 の活動 に結び付 く集団の高 まり

がみ られた。
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(2)実 践事例2年 題材 「友だちたんけん」

・視点1《 友達関係を広げ深める指導の工夫》 「変化を もたせた活動内容の工夫(題 材

1単 位時間の展開)

手だて 学級の人間関係における問題を解決す るために・教師が意図的に行 った指導である

が,そ の手だて として児童の自主的な活動を採 り入れた。 「友達の宝(よ さ)を みつけよ う」

とい う個の レベルでの認め合いの活動を経て,そ れを学級全体の認め合いへ と発展するよう

援助 したのがこの授業で行 った 「友だち クイズ」である。友達 のよさを クイズの形で皆 に知

らせ,メ ダルをあげることで心か ら賞賛 し,認 め られた喜びを実感で きるよ うに した。また・

さらに意欲的に認め合いの活動に取 り組めるよ う 「宝箱」にメダルを貼 り,今 後の意欲をも

て るように工夫を した。 これ らの工夫により,友 達への関心が高まり,よ さを認め合 う温か

い人間関係が育つのではないかと考えた。

授業の概要 集会が始ま り,順 にク

イズ問題が読み上げられると,3名

の解答者が次々とカー ドを上 げて答

えた。とまどう解答者にはグループ

の仲 間が助けに集まり,誰 もが楽 し

そ うな表情で活動 した。 メダルを手

にした児童 はそれを宝箱に貼 り,満

足気であ った。教師は終末の助言で

楽 しい会を作 り上げた学級児童全体

と,変 容をね らうA児 ・B児 の活動を評価 した。

ヒ?　 '騨 蓑

プ ロ グ ラ ム 児 童 の 活 動 教 節 の 脂 導 ・罎助

活 1.は じめの ことは 学 椴情動の捌鮒を 蓬巳rげる.

動
の 2.先 生の話 ・繁会のね らいをは っきりわ か

間 るよ う助 言する.

始 3.元 気の出る歌 学鞭の応擾訟を歌う。』

n.r友 だ ち ク イ 会の側始を告げる
括 ズjを は じめ る ケ イズのルールを塊解 する.

ことば
動 5.友 だち クイズ 順准にクイズを出題する. ・予めクイズの内容には目を適

して おく.
の 佃譲し合いながらケイ苅 こ答 ・は っ自り話 ができるよ う助 甘

える す る.

展 6.メ ダルは り もらったメダル花宝籍に砧る

聞 7.r友 竃 ち ク イ 会を纏わる甘葉を甘う. ・自分の噂えを一書吋サ加えら

ズ 」 を おわ る れ るよう助暫する.
ことば

活 8.先 生の話 ・会の辞価 をする.

動 ・この会で友漣のよさに気づい

の た児童を評 舗り'る.
ま ・進行役 をね 響らう.

と 9.お わ りの ことほ 学畿活動の錦了を告げる.
め

考察 「友だちたんけん」か らクイズという流

れに興味をもった児童が,今 までかかわ りを も

たなかった友達の行動に注 目し,そ のよさを見

い出 してい く過程 には大 きな意義があ った。1

単位時間に児童 は,ク イズの出題 ・解答,メ ダ

ルを受ける ・渡す,宝 箱に貼 る,会 を進行する

話を聞 く,と 多様な活動を行 った。題材 とその

展開を工夫することで,児 童 は生 き生きと活動
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し,そ の活動を通 して友達 とのかかわ りを広げ深めることがで きると確信 した。
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{3)実 践事例2年 議題 「係へおねがいを しよ う」

・視点1・2の 併設 《友達関係を広げ深める指導の工夫 ・協力 して活動する楽 しさや喜び

を体験する指導の工夫》 「変化を もたせた活動内容の工夫(題 材 ・一単位時間の展開)・

多様な小集団活動の工夫」

手だて 変化を もたせた活動 内容の工夫と しては,係 の仕事の発表→班 ごとの話合い→お願

いの発表→係 ごとの相談,と いう流れで児童の多様な活動を取 り入れ,一 単位時間の展開を

行 った。多様な小集団活動の工夫としては,① 係の仕事の発表の準備 ②係の仕事の発表

③班 ごとの話合い ④係 ごとの相談 の活動を取 り入れた。

授業の概要 まず,係 の仕事の発表を各係

か ら行 った。 「配 るものをで きるだけ早 く

配 ります。」(ゆ うびん係)「 ハムスター

や十姉妹の世話を して,毎 日えさや水をや

ります。」(し い く係)「 朝 ・帰 りの会で

歌の伴 奏を した り,新 しい歌をみんなに紹

介 します。」(ミ ュー ジック係)等 発表 さ

れた。次に班 ごとに話 し合い,係 へのお願

いを発表 した。 「フラワー係 は,

「おたの しみ係 は,

なにお もしろい本を紹介 して ください。」

等 いろいろなお願いが 出た。そ して,

(発表は,翌 日の朝の会で行 った。)

考察 変化を もたせた活動内容の工夫で は,

的に意見を言えない児童 も話合いに参加 し,

花の名前を カー ドに書いてプランターにつけて ください。」

給食の ときスポーツの クイズ も出 して ください。」 「ブック係は,み ん

「ニュース係 は,楽 しい新聞を作 って ください。」

係 ごとに集 まってお願 いに対す る返事を相談 した。

班や係で話 し合 うことによ って皆の前では積極

楽 しそ うに友達 とかかわ る姿が見 られた。また

係 と班 といった構成の違 ったメ ンバーで話 し合 ったので,児 童の集中力が持続 し,活 発に活

動することがで きた。 これ らの活動を通 し友達関係を広げ深め ることがで きたと考え る。多

様な小集団活動の工夫では,係 ごとに仕事の発表をす るため協力 して ポスターを作 り,役 割

分担 して発表す るなど意欲的な態度が感 じられた。また,班 での話合 いの後発言する友達が

途中でわか らな くな って しまったとき,友 達の発言を助ける態度が見 られた。小集団での活

動を多 く取 り入れ ることによって,協 力 して活動す る楽 しさや喜 びを味わ うことがで きたと

考える。
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4.ま とめと今後の課題

q)ま とめ

ア.友 達関係を広げ深める指導の工夫

O目 的に応 じた多様な小集団を組織 し,相 談や作業をす る活動を通 して,児 童 は具体的に

友達のよさに気付 き,共 に活動 しようとする意欲や態度が育 って きた。

o友 達のよさに気付 くことで,友 達の考えに関心をもち,共 通の 目的に沿 った話合いが,

できるよ うにな った。

o友 達関係が深まることにより,児 童が安心 して意見が言え るようになり,一 人一人の考

えが生かされる機会が増えた。

イ.協 力 して活動す る楽 しさや喜びを体験する

m単 位時間の授業展開において,話 合いの活動 と実践活動を組み合わせたり,作 業を取

り入れた りす ることにより,児 童が興味 ・関心を もって活動す るようになった。 この活

動が楽 しさや喜び体験 とな り,協 力 して活動 しようとす る意欲が高ま った。

O「 学級会 ノー ト」等に自分の考えを書かせ ることにより,発 言への意欲を促す ことがで

き,話 合いに参加できたという満足感を味 うことができた。

○一人一人が役割や活動の場を もっ ことで,活 動への意欲が高ま り,成 就感を味わ うこと

がで きた。

o板 書の工夫を した ことで一単位時間の活動の流れを児童が理解 し,主 体的に活動で きた。

ウ.評 価

O一 単位時間の評価の観点を明確にす ることで,児 童一人一人の課題が具体的にな り,そ

の変容をと らえ ることがで きた。

o教 師か らの個に応 じた賞賛や励ま しや,児 童の 自己 ・相互の評価は,児 童が活動の満足

感や成就感を味わい,向 上心を もつ ことに大 きく関わっていることがわかった。

(2)今 後の課題

O友 達のよさに気付 き,力 を合わせて活動 しよ うとする意欲や態度を育てるための指導の工

夫を してきたが,児 童の発達段階を踏 まえた題材や一単位時間の展開の工夫については,

児童の興味 ・関心を高あるたあの様 々な活動内容を検討す る必要がある。

O評 価方法について は,児 童のよさをとらえ られ る項 目を検討 してきたが,さ らに題材のね

らいに沿 った評価の観点を個々の児童 に応 じて設定 し,具 体的に生かす評価方法を工夫す

る必要がある。
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lll共 に高めあう学級活動をめざ して,一 入一人が 自信をもって活動する指導の工夫

話合い活動を通 して (学級活動上学年分科会)

1.主 題設定の理 由

上学年の児童一人一人を見 ると,学 級の諸問題に気付 き,自 ら主体的に考えよ うとしてい

る児童 も多 くみられ る。 しか し,こ の ような課題意識をどのように表現 した らよいのかわか

らなかったり,友 達か らど う思われ るかを気 にしたりす るため,十 分に自己を発揮できない

ことがある。 また,自 信を もって友達や学級集団にかかわ ることがで きないために,共 に向

上 しようとす る意欲や態度が高ま らない面 もみ られる。

一方,学 級活動の指導上の問題点 として,特 に次の二点があげられ る。一っは,話 合い活

動において,学 級のすべての成員が題材に対する共通の問題意識を もっ ことが少な く,一 部

の児童の活動 に終始 しがちになることであ る。二っには,話 合い活動の評価の観 点が明確で

ないために,発 言回数の多 さや司会の手際のよさだけが評価 され る傾向にあり,児 童一人一

人を伸ばす工夫に欠けがちなことであ る。そこで,本 研究では,こ の二つの点を補 うために,

特に話合 い活動を通 して指導上の工夫を追究す ることと した。

学級活動の基盤 となる学級集団は,教 師と児童,児 童相互の信頼感 に満 ちた人間関係に支

え られ,一 人一人のよさを存分に発揮す ることので きる集団であることが大切である。信頼

感に満ちた温かい人間関係の中で こそ,児 童は意欲的に創意に溢れた活動を展開で きるもの

である。

また,一 人一人の児童 は,教 師や友達か らよさや可能性を認め られ,自 らも気付 くことに

より,自 信を もって活動するよ うにな り,集 団活動に も主体的にかかわ るようになるものと

考える。主体的にかかわることによ り,友 達のよさを取 り入れなが ら共に高め合 うこともで

きる。

以上の ことを主題設定の理由とした。

「自信」については,「 活動意欲に結びっ く気持ちの高 まり」と考え研究を進めた。児童

は,友 達や教師によって認 められることにより 「自信」を もち,次 の活動への関心 と意欲を

喚起するとともに,新 な 「自信」の発見をすることができるものと考えた。

2.研 究仮説 と仮説検証 の視点

一人一人の児童が,意 欲的に話合い活動に参加するためには,話 し合お うとす ることにつ
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いて,学 級全体の問題であるという意識を,事 前 にもっていることが大切である。児童が共

通の問題意識を もつようになると,そ の問題 を自ら解決 していこうとする気持ちを もち,自

分ならこうす るという考えを もって話合い活動にのぞむ ことができるだろう。

さらに,話 合い活動において は,互 いのよさを認め合 う場を工夫す ることが大切である。

児童が,自 分のよさを認め られ 自信をもつよ うになると,失 敗をおそれず安心 して自分の考

えを発表することが可能 とな り,そ の ことが,や がて共に高め合 う学級活動の展開にっなが

ると考えた。

以上の ことか ら,研 究仮説を次のように設定 した。

研究仮説

児童が共通の問題意識を もち,互 いのよさを認め合 うことがで きれば,

一人一人の児童が自信を もって話合い活動に参加す るであろう
。

〈仮説検証の視点〉 視点1 共通の問題意識をもたせる工夫

ア.問 題に気付 くために

・学級全体で話 し合いたいことを考える。

・小グループ(係 ・生活班など)で 問題を

話 し合 ったり,書 いたりす る。

・他学級の例を参考にする。

・朝 ・帰 りの会の発言の中か ら話 し合 いた

いことを探す。

・学級 日記,班 ノー トを見直す。

・日常生活をふ りかえ り,教 師と共に考え

る。 など

イ.問 題を共有化す るために

・話 し合いたい ことを提示す る
。

・学級全体で,議 題 を決めるための話合いを

して,提 案理 由をふ くらませる。

・話合い活動 までの計画を立て,全 員に知 ら

せる。

・その時間の活動計画を活用 し,一 人一人が

考えをまとめて,話 合 いにのぞむ。

・話合い活動の資料を共 に準備する
。

など

視点2 互いのよさを認め合う場の工夫

ア.相 互評価 ・自己評価の場の工夫

・互いの よか った ことを発表 し合 う。

・友達の よか った こと,自 分のがんばった

こと,が んばりたいことを記入す る。

・記入 した ものを互いに見合 う。 など

イ.教 師の働 きかけ

・教師の評価の観点を明確 に し,活 動を具体

的に認め励ます。

・児童や学級の実態 に即 して伸ば してい きた

い点を考慮 し,評 価の観点を しぼる。など
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3.研 究内容

前記の研究主題にせ まるため,本 研究では,1学 期の話合い活動 と,2学 期の話合 い活動

を比較 し その変容をみてきた。(1)の事例 は仮説検証の視点1に ついて記述 し,(2)の 事例は

仮説検証の視点2に ついて記述 したものである。

(1)実 践事例(視 点1)5年10月 議題 「おばけや しき大会を しよう」

共通の問題意識 をもたせる工夫

児童は,問 題 に気付 くために小 グループでの話合 いを行 った。話 し合 いたいことを見っけ

た児童は,み んなが見ることがで きるように,提 案 カー ドに記入 し議題掲示板 に掲示 した。

さらに,問 題を共有化す るために,提 案カー ドには賛同者氏名記入欄を設 けた。

また,計 画委員が見通 しを もって活動できるよ うに,議 題掲示板に話合 い活動 までの手順

を明記 した。そ して,計 画委員が掲示 してあ る議題案の中か ら適切な ものを選び,学 級全体

で提案理 由をふ くらませ る話合いを行い,学 級全体の問題であるという意識を高めた。

授業の概要

●休み時間に計画委員が,議 題掲示板か ら

議題を選択 した。

「こわ い話大会をや りたいという人が,

一番多いよ
。 」

「提案理 由が,暑 い日に涼 しくなるから

だって。 もう10月 だよ。」

「次 に多いの は,お ばけや しき大会だよ。」

どちらにするか,帰 りの会 で,学 級全体に

問いかけて決めることにな った。

●帰 りの会で 「おばけや しき大会」に決定。

さらに,提 案理由をふ くらませた。

のいたり
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●話合い活動の様子(数 字は,評 価の観点 に

基づいて分類 した もの)

掲示用 パネル でコースを作 り、おどかす人 ・鋭明す

る人に分かれることが決定 し、入場の順番を待 うて

いる人 には、こわい話 をす ることになった。

N君 「入場する人は、1人 でいいです か。」③④

司 会 「では 、何人 で入場す るかを決 めます。」
Aさ ん 「大詳で行 くと遭がつ まるので、 ユ人か2人

Hさ ん 「Aさ ん に賛 成 で 、 た く さん で い く とこ わ く

Yさ ん 「こわいと思 うために も、1人 の方がいいと

N

G

君 「45分 あ るので、1人 で入 場 した方がいい

君 「もし事故があるとこまるか ら2人 がいいで

Rさ んrG君 と同 じで、2人 の方が 安全だと思いま

0君rだ った ら、好 きな人数で入塙 したらいいと

が い い です 。 」

な い か ら 、1人 が い い です 。 」

思 い ます 。 」

と思 い ま す 。」

す 。J

す 。 」

思 い ま す 。」

⑧

①

⑦

⑧

⑧

①

⑤

②

Tさ ん 「わた しは心細いので、O君 に賛成です。」①

Sさ ん 「Tさ んの気持 ちもわかるけ ど、全員 で入場

しようとかなるとこまるので、1人 がいい

と思います。」 ②⑧

Hさ ん 「は じめは1人 がいいと思 ったけ ど、最高2

人 とかに決めれば 、0君 の意見 で問題ない

と思います0」 ②⑥

このよ うに活発な意見の交換がなされ 、1人 か2人

で人場す ることにな った。
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考察

本分科会では,自 信を もって話合い活動に参加する児童像 として,下 記の①～⑧の意見を

言 うことができる児童 と考えた。話合い活動中の意見を下記の観点で分類 してい くと,1学

期 は,① ・②の意見が多 く,意 見発表 に留ま っていた。2学 期には,③ ～⑧の意見 も増えて

きたことか ら,問 題を解決する方向に向か って,話 合いが充実,深 化 してきたと考え られる。

このことは,事 前に共通の問題意識を高めたことで,一 人一人が自分の考えをまとめて,

話合い活動にのぞんだか らだ と考え ら

れる。また,学 級全体の問題を自分た

ちの力で解決 してい こうという意欲が

高まったか らだとも考え られ る。

したがって,話 合い活動の事前に,

共通の問題意識を もたせ ることは,一

人一人の児童が,自 信を もって話合い

活動に参加す るために有効であること

が分かった。

{2)実 践事例(視 点2)5年

互 いのよさを認め合 う場の工夫

活動計画に 「光 っていた友達」

評 価 の 観.点

① 友 達 ・自分 の 考 え を 補 足 した 意 見

(賛 同 ・つ け た し ・言 い か え)

② 友 達 の 考 え を 聞 き 、 新 し い考 え 方 ・見 方 を した 意 見

(反 対 ・ゆず る ・違 う 見 方)

③ 話 し合 って い る こ との 内 容 を 確 認 した 意 見

(質 問 な どを して)

④ 司 会 を 助 け よ う と した 意 見

(話 合 い の 進 め 方 な ど に 関 して)

⑤ 蝋 前 の 経 験 を 生 か した 意 見

⑥ 話 合 い を ま と め よ う と し た 意 見

(考 え の 違 い を 合 わ せ る な ど して)

⑦ め あ て(提 案 理 由)を 考 え た 意 見

⑧ 実 践 活 動 に 向 け て 、 見 通 しを も っ た 意 見

⑨ そ の 他 の 意 見

(自 分 の 意 見 を 主 張 す る だ け の 場 合 な ど)

10月 議題 「雨の日の遊び道具 を作ろう」

(相互評価)「 がんば ったこと ・がんば りたいこと」(自

己評価)の 欄を設けた。相互評価について は,「 光 っていた友達の発表」 とい う,互 いのよ

か ったところを発表す る場 を設けた。 自己評価 にっいては,相 互評価の後に行 うことで,他

か ら認あ られ,自 分のよさに気付いた り,具 体的な課題をもっ ことがで きるよ うに した。

終末の助言においては,そ の活動を個人名を挙 げて具体的に認め励ま した。 「誰が」 「ど

のように」よか ったかを,具 体的に評価す ることによ り,児 童が 「光 っていた友達の発表」

をす る時の視点になると考えた。また,学 級の実態 ・一人一人の児童の実態か ら,伸 ば した

いことを常に考察 し,評 価の観点を しぼ った。 この時 一人一人を伸ばすために,実 態に応

じては,前 事例に挙げた評価の観点以外の ことで認あ励 ます こともあ った。

授業の概要

計画委員会では,議 題決定 までの話合いを もとに,提 案理 由をふ くらませ,活 動計画を作

成,配 布 した。児童は,事 前に自分の考えを活動計画に記入 し本時 に臨んだ。本時では,ま

ず,何 を作るかについて話 し合い,雨 の 日にみんなで遊ぶのにふ さわ しい遊び道具を決めた。
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そ して,個 人の特性や,意 欲を考慮 して分担を決めた。

授業の終末で は,「 光 っていた友達」を記入 し,発 表 した。 この時,教 師は,発 言量 は少

な くて も話を聞いていた児童 ・発言に進歩がみ られた児童 ・互いのよさを認め合 うことがで

きた児童にも目を向け,具 体的に発言するよ うに助言 した。終末の助言では,個 人名を挙げ

て,評 価の観点にそって,活 動 を具体的に認め励 ました。

次に示すのは,児 童A・Bに ついて,「 発言内容」と 「光っていた友達(相 互評価)の 発

言」を、5月 の授業(議 題 「クラスの歌を作 ろう」)と 比較 した ものであ る。

5月 議題 「クラスの歌を作ろ う」10月 議題 「雨の日の遊び道具を作ろう」

児童Arも とにす る歌は,『 大 きな歌』が 「クラスは24人 いるので,小 さな トランプと大 き

絶対 にいいと思います。 な トランプの両方を作ればいいと思います。」

児童B「 クラスの歌を作 るためにいい意見rKさ んは,r竹 とんぼ』 という意見がでた時,

がた くさん言えま した。」 提案理由のr雨 の日に…』に戻 って意見がいえま

した。」

考察

発言内容を見 ると,5月 の時は,児 童Aの 様に自分の意見を言 うことがで きて も言いっぱ

な しにな っていた り,自 分の考えに固執 した りしていた。10月 になると,付 け足 しを して

新 しい考えを出 したり,違 う意見のよいところを見っ け,折 衷す る意見を言 ったりす ること

がで きるようにな った。 これは,「 光って いた友達の発表」や終末の助言で,活 動 を個人名

を挙げて,'評 価の観点 にそって具体的に認め励 ます ことにより,そ の活動が定着 して きたた

めであると考え られ る。

「光っていた友達の発表」において,5月 の時は,児 童Bの 様に 「いい意見」 「みんな」

「頑張っていま した」という抽象的な相互評価の発言 を していた。10月 になると,rKさ

んは」 「提案理 由の」といった,「 誰が」 「どのように」よかったかを認め励ます相互評価

の発表に変わ って きた。 これは,教 師が,終 末の助言で 「光 っていた友達の発表」の時の視

点 となるように留意 し,個 人名を挙げて,評 価の観点 にそって,活 動を具体的に認め励ます

ことを繰 り返 して きたためであると考え られ る。

また,10月 になると,「 光っていた友達の発表」に取 り上げ られ る意見の数が増えて き

た。その中には,教 師が終末の助言の中で取 り上げよ うと思 っていた意見も多 く含まれるよ
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うにな った。 このことか ら,児 童相互に互いの活動を見る目が養われて きたと考え られ る。

互 いのよさを認め合 う場を工夫することは,児 童が互いのよさを知 り,自 信を もって意欲

的に話合い活動に参加するために,有 効であることが分か った。

4.ま とめと今後の課題

本分科会では,自 主的で意欲的な児童を育ててい くためには,自 信 をもって集団活動にか

かわって いくことがで きるよ うにすることが大切であると考えた。共通の問題意識を もち,

互いのよさを認め合 うことがで きれば自信をもって活動 して いくであろうという研究仮説を

もとに,話 合い活動を通 して以下の ことがわか り,ま た課題 として残 った。

(1)研 究の成果

視点1共 通の問題意識を もたせ る工夫

● 議題の提案用紙の掲示などを工夫す ることで,一 人一人が気が付いた ことを学級の

共通の問題 としてい くことができた。 さらに,学 級の諸問題 に気付 くよ うにな った。

● 提案理由を学級全体でふ くらませてい くことで,議 題に対 し必要感を深め,自 分の

意見を考え るもととな っていった。 また,話 合いを進 めていくうえで,提 案理由にも

どって考える指針 とな った。

視点2互 いのよさを認める場の工夫

● 相互評価 ・自己評価の場を重視 し,カ ー ドなどに記述することや発表す ることで互

いのよさに気付 くようになって きた。

● 評価の観点を明確にすることで,終 末の助言の中で一人一人に対 し具体的に認め,

励ます ことがで きるようになった。

● 評価の観点を継続的に記録 してい くことで,個 々の変容と学級全体の高 まりを把握

していくことができた。

{2)今 後の課題

● 学級活動の計画カ レンダーなど,見 通 しを もって活動 してい くことは大切な ことであ

るが,計 画委員会の活動を含めて時間の確保を工夫す る必要がある。

● 評価の観点を9項 目(12ペ ー ジ参照)に 分けたが,さ らに授業を通 してよりよい もの

に してい く必要があるであろう。

● 互いのよさを認め合 うことは,話 合い活動だけで培われるものだけでな く,学 級活動

全体でみてい くことが大切である。さらに,教 育活動全体を通 して互いのよさを認 め合

う指導を積み重ねていく必要があると考えている。
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1V一 人一人の児童が互いに認め合い自主的た活動する児童集会の指導の工夫

(児童会活動分科会)

1.主 題設定の理由

児童会活動 は,学 校の全児童の組織す る児童会において,学 校生活の充実向上のたあに諸問

題を話 し合い,協 力 して解決を図 る活動を行 うこと,ま たそれ らの活動を自発的に行 うことに

よって,自 主性と社会性を養い個性の伸長を図 ることがその特質である。

特別活動は,実 践的な集団活動を通 して,そ の 目的を達成するものであるが,児 童の人間関

係が希薄化 している今 日,学 校生活において,友 達 と協力 した り,相 手の立場 に立 って考えた

りす る態度が十分 とは思えない。

児童会活動の実態調査によると,児 童会の司会や記録な どの役割を進んでや ってみたいと答

える児童は少な く,ま た,児 童会の集会が楽 しいと思 っている児童 も多い とはいえない。

自己中心的な言動や実践的態度が乏 しいことにより,集 団活動に対 して興味や関心が薄れ,

自発的態度や公共に奉仕す る豊かな心の育成が問題とな っている。

児童会集会活動 においては,代 表委員会,運 営委員会は学校の全児童の代表であ ると言 う自

覚の上に立って こそ,児 童 たちは学校生活の向上発展を目指 して建設的な意見を伸び伸びと述

べることがで きる。 しか しその選出はごく一部の児童によるものであった りしている場合が多

い。 また,代 表 と しての役割を強調すればするほど,児 童 にとっては特別な能力や学力が必要

と感 じ,ま すます代表委員会,運 営委員会は全児童の代表 としての役割 りを果た しに くくな っ

ている。

異年齢集団による活動である児童会集会活動では,特 にその特質に留意 し,子 ど も同士がお

互いに目的を もって楽 しむ活動や,自 分たちの生活を見直 し,よ りよ くす るたあの話合い活動

等,積 極的に行 う必要がある。そのためには,児 童一人一人の興味,関 心を高め意欲的な集団

活動を行わせ るために,全 校児童の参加による,望 ま しい運営の方法や考え方等,児 童が互い

に認め合い高め合 う中で,集 団の一員 としての自覚を もち,意 欲的に活動す る児童集会の在 り

方を研究す るために本分科会の研究主題を設定 した。

ll.研 究仮説 と仮説検証の視点

児童一人一人が力を発揮 し,待 ち望むような楽 しい集会に したい。そのためには,児 童が 自

分でアイディアを もち,や ってみたいと思 った役割 に自由に取 り組めるような工夫を考えたい。

また,ア ンケー トや話合い活動を通 して児童一人一人が意欲を もって,集 会活動に参加できる
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工夫を したい。さらに児童会集会活動の特質を とらえ,他 学年とのかかわ りを深めてい くよう

な手立てが必要 と考え,以 下の仮説を設定 した。

児童の考えを生か し,一 人一人が 自分なりの役割を見付け,進 んで活動に取 り組 あるよう

な援助,工 夫をすれば,互 いに認め合い意欲的な集会活動 になるであろう。

〈仮説検証の視点〉

視点1
児童が 自らの考えを生か し,進 んで.
活動に取 り組めるようにす る工夫

視点2
児童一人一人が自分なりの役割を見付け
る工夫

実行委員会……A代 表委員会……B 低学年 中学年 高学年

計

画

準

備

事

前

ア児童ヘアンケー ト調査を行うA

イ過去の資料等を活用するAB

ウ広報活動を工夫 し,全 校児童の興味
関心を高めるB

工役割や仕事内容を知らせるAB

オ実行委員会の参加を呼び掛けるB

・集会の目当を

きめる

放送,ボ スタ
ーで しらせ る

・役割分担の計

画を作 る

目当てを もつ

i

集会の内容を知る

・集会のイメー

ジを持つ

・で きる仕事を

引 き受 ける

・役割分担を

受ける

実

践

ア異学年同士が互 いに協力できる内容
にする。

イ児童が何 らかの役割を持ち,一 ・人一・
人が所属感を味わえる活動 にす る

ウ児童が活動 しやすい環境にする

・協力 して仕事

をする

リーダーの 自

覚をもつ

集会を楽しむ

目当てを理解 し行動する

1

全校児童が協力し活動
をする

評

価

ア互いの良 い点や努力 した事を認め合
い,作 文や手紙等で表現する

イ目当によって活動できたか,自 己評

価カー ドに記入す る

ウ係 り児童の良 さや頑張 った点を認め

全児童に紹介する

工代表委員会,実 行委員会,各 学級で

反省会をす る

ア ンケー トに良 か った事,改 善 した い

点を書 くi

自己評価 カー ド
に記入す る

次回の集会での自分
の役割りを考える

i

実行委員について

児童の自主的参加による組織である。各校 ごとの実態に違 いはあ るが,行 事 ごとに募集 し

企画,準 備等 司会,進 行,係 り活動 も含め全校児童集会の中心的役割を任 うものである。

なお活動時間は二十分休みや放課後 となり,児 童の自主的な活動が主体 となる。
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匝]計 画の段階(学級活動一話合噛 一)
4月 か ら育ててきたサツマイモを校庭で焼 き,全 校児童で味わ う集会を計画する活動である。

全校集会を一部の児童の活躍の場 とす るのではな く,児 童一人一人の考えを集会に生かす こと

によって,意 欲的に集会 に参加できるよ うに,本 時では集会の内容 と名称 について話合いを

持 った。

ア.本 字に至 るまでの経過

10月20日 計画委員会 集会のめあて とア ンケー トの原案づ くり。

10月21日 代表委員会 原案についての検討 アンケー トの実施。

10月26日 代表委員会 ア ンケー トを集約 し,ね らいにそ って八っに しぼ りこむ。

10月27日 代表委員会 各学級に議題をおろす(集 会の中味,名 称)

10月28日 本時 学級活動 「集会の内容を考えよう」 「集会の名前を考えよう」

イ.本 事例で重視 した仮説検証の視点

視点1.児 童が 自らの考えを生か し,進 んで活動 に取 り組めるよ うにする工夫

●児童ヘアンケー ト調査を行 う

●広報活動を工夫 させ,全 校児童への興味,関 心を高め る

視点2.児 童一人一人が自分なりの役割を見付ける工夫

●集会の内容や大 まかな流れを決め る活動 に参加す る

ウ.考 察

全校児童にアンケー トを実施 し,そ れをもとに学級での話合い活動を行な ったため,児 童が

集会を 自分達の ものとして とらえ られ るようになって きた。今後,希 望者による実行委員会を

組織 して い くうえでの大きな動機付けになると思われ る。 また,集 会の名称は,今 までやきい

も集会であ ったが,本 時の話合いにより,「 ア ッチチ集会」とい う児童の発想を生か した集会

名 とな った。

匡 亟]準 備の段階(実 行委員会の活用)

本事例 は,全 校児童集会 「○小祭 り」に向けての準備活動である。三年生以上の児童を対象

に実行委員を募集 し,代 表委員会,運 営委員会,各 学級 との関連 を図 り,全 校児童集会の運営

をよ り多 くの児童の参加によ って活性化を図ろうとす るものである。

ア.本 時に至るまでの経過

9月7日 実行委員募集(三 年生以上100名 以上参加)議 題rど んな事をするか』rア ン

ケー ト活動にっいて』 計画素案作成
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9月8日

9月11日

9月12日

9月14日

9月19日

9月22日

9月24日

9月25日

9月26日

代表委員会 計画の素案づくり,各 クラスに提案

臨時代表委員会r計 画案決定』 運営委員会役割決定

実行委員会役割決定

各クラスにアンケー ト結果提出,各 お店の内容決定

実行委員会,運 営委員会,各 クラス準備作業開始

のど自慢大会,特 技大会参加 しめ切り

テレビ放送

実行委員 リハーサル

本時

イ.本 事例で重視 した仮説検証の視点

視点1.児 童が 自らの考えを生か し,進 んで活動 に取 り組めるようにする工夫

●どんな集会に したいか,

各学級で取 り組む。

どん なお店 が あ った らいいか,ア ンケー トを取 り,そ れ を もとに

視点2.児 童一人一人が自分な りの役割を見付ける工夫

●計画段階で,実 行委員会を組織 し,多 様な取組みへの機会 を与え,自 主的,主 体的な活動

が行なわれ るようにす る。

●学級での取 り組みでは,一 っに限定せず,ま た個人での参加 も認める等,多 種 ・多様 な活

動を図る。

ウ.考 察

実行委員会,代 表委員会,運 営委員会 との関連を図ったことにより,集 会が活性化 され,児

童の活動が意欲的にな った。ただ実行委員会の参加人数が多 く,十 分な役割 と指導が足りな

かったと思われる。 しか し,実 行委員会の成功 は,児 童が この集会に対 して興味 と関心 をもっ

ていることの表れであ り,縦 割 り活動の役 目も果た している事がわかった。

亟]実 践の段階(異 年齢集団の活用)

百周年の記念 になるような集会にするため,4単 位時間を設定 し,全 校的に取 り組んだ集会

である。兄弟学級の グループを もとに し,1・2校 時 は自分達のグループであそび,3・4校

時は,工 作オ リエ ンテー リングを行なった。遊びの内容は,自 分達で作 って遊べ るもの,工 作

オ リエンテー リングも作 った物でゲームが楽 しめるよ うな工夫を した。

ア.集 会の流れ

(1}始めの ことば(2)校 長先生の話(3)兄 弟学級での制作(4}工 作オ リエ ンテー リング(5)遊
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び グルー ブ 店番 グルー プの交代 ㈲終 りあ ことば

イ.工 作,ゲ ー ムの内容

o船oエ ア ロケ ッ トoメ ンコo缶 っ りゲ ームo竹 とんぼoつ りス ビー ○パチ ン

コoバ ッタ ンコo竹 馬oす ごろ くoダ ー ツoた こoロ ケ ッ トo紙 ね ん どバ ッチ

Oパ ラ シュー トOコ リン ト式パ チ ンコ

ウ.本 事 例 で重視 した仮 説検 証の視 点

視点1.児 童が 自らの考えを生か し,進 んで活動に取 り組めるようにする工夫

●異学年同士が互いに協力で きる内容 にす る

●児童に何 らかの役割を持たせ,一 人一人が所属感を味わえるよ うな活動にす る。

視点2.児 童一一人一人が自分な りの役割を見付ける工夫

●高学年……異学年児童に仕事を分 ける

●低学年,中 学年…… 自分の仕事,役 割がわか り積極的に活動する。

エ.考 察

集会の内容の希望を全校アンケー トにより行な ったことで,集 会に対す る意識が高まり,兄

弟学級グループ内の連帯感や グループへの所属感が深 まった。 また全校的にオ リエ ンテー リン

グを行なったことで,他 の兄弟グループのよさや互いのよい所を発見 し,積 極的に自分な りの

役割を見付けて活動す る姿が見 られた。

<ま とめと今後の課題>

o計 画、準備,実 践 評価 という一連の活動過程を大切 にし,そ れぞれの段階における指導の

手立てを工夫 した。その結果,児 童が進んで活動に取 り組 むようになるとともに,自 分なりの

役割 を見付けようとす る意欲が見 られ るようになった。

O児 童会や各係,広 報活動等 を充実す ることにより,全 校児童の集会への関心が高まり,各 学

級で話合いも深 まるよ うにな った。また各学級 と実行委員会の結びっ きも深 まった。

o実 行委員会で多 くの役割分担をす ることにより,児 童一人一人の努力を互 いに認め合い,共

にやり遂げた喜びを味わ うことがで きた。

O今 後の課題……実行委員会の組織 運用の工夫,児 童への評価,児 童の 自己評価,相 互評価

の方法,さ らに子 どものよさや可能性 を伸ばす効果的な計画や,実 践のあ り

方 について研究を深め る必要がある。
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V児 童一人一人を意欲的に参加 させ,社 会性をはぐくむ勤労生産 ・奉仕的行事の指導の工夫

一一事 前 ・事後の指導を通 して一(学 校行事分科会)

1.主 題設定の理 由

自然や社会事象との直接体験や他者 とのかかわ り合いの経験 は,人 が人と して成長 してい く

過程で最 も基本 となるものである。 しか し,今 日児童を取 り巻 く生活環境 は,著 しく変化 し,

直接経験の機会 を減少 させる傾向にある。

それは,児 童の成長に大きな影響を与え,自 然や他者を含めた生命を大切 に しよ うとする意

識を低下させた り,体 を動か し働 くことへの意欲を減少 させた りしているといわれる。

このような状況下で,学 校教育においては,自 然や他者 との直接的,協 働的な触れ合いを通

して,よ り豊かな心情をはぐくむ ことのできる教育活動を意図的,計 画的に位置づけ充実させ

てい くことが望 まれている。そこで,本 分科会では,学 校行事の中にあって,体 験的な活動を

重視 し,働 くことの尊 さや他に奉仕 しようとする態度や実践力の育成をね らいとしている勤労

生産 ・奉仕的行事に着 目し,他 者 とのかかわ り合いを大切に しなが ら学校行事に意欲的に参加

する児童の育成を目指 した指導計画の充実 と事前 ・事後指導の在 り方にっいて探 ることに した。

また,こ の行事は,近 年の環境教育の重要性の うえか らも今 日的な指導上の課題で もある。

2.研 究仮説 と仮説検証の視点

研究仮説

児童の発達段階を考慮するとともに,他 とのかかわり合 う場を意図的,計 画的に工夫する

ことにより,児 童 は,互 いのよさを認め合い,成 就感を味わ う活動体験が可能 となり学校

生活を充実 させて い くことがで きるであろう。

高学年になると働 くことの意義を理解 しなが らも,実 際に汗 して働 くことを好まない傾向が

み られる。事前 ・事後指導において,活 動の意欲を持続 させ る手立てを工夫す ることによ り,

働 くことや他に奉仕す ることの大切 さや喜びを味わわせ ることが可能ではないかと考えた。

仮説検証の視点を,① 児童の発達段階に応 じた勤労生産 ・奉仕体験の工夫。②児童の意欲や

関心を高める活動がで きる場の工夫。③かかわ り合い,認 め合 う活動の工夫。④ 自己評伍 相

互評価の工夫を取 り上げ、計画 ・準備 ・実践 ・評価とい う活動過程の各段階におけるね らいと

教師の働きかけを明確に し指導計画に位置付けた。 こうした一連の活動の中で児童の主体的な

取 り組みを大切に し,補 助 ・援助 していくことが意欲の高ま りへっながると考えた。
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3.研 究の内容

(1)事 前 ・事後の指導計画の工夫

学校行事に児童が主体的に取 り組むためには,事 前 ・事後の指導が大切である。そこで活

動の時期 に応 じて事前指導の視点を ・取 り組みへの意欲を高ある,・ 取 り組みを促 し充実 さ

せる,事 後指導の視点を ・成就感を味わわせ日常化を図る,と 捉え指導の内容を充実させて

いこうと考えた。

勤労生産 ・奉仕的行事の指導計画の工夫

過 意欲を高
程 め る視尊 計 画 期 待 す る 児 童 の 姿 留 意 点 教師の働 きか け

取 ・実施計画 ・意義や ね らい が分 か る。 O目 的や意義が理解できるよ flvaK1

意 り 決定 うに考慮する。
事 欲 組 ・活動 の 見通 しが もて る. ・適切なね らいや計画をたて

を み 。原案作成
` る 。

前 高 へ ・め あて を もっ ことが で きる。 ・発達段階に応 じた計画や準

め の ・教職員の 備をする。
の る 共通理解 ・勤労生産 ・奉仕的な活動への関心を もつ.

指 し 取 ・役割に応 じて協力 して活動の準備ができる。 O協 力 して自己の役割が達成 ⑤⑥
充 り で きる よ うにす る。

導 実 組 ・準 備 。偲に応 じて役割分担が公平にできる. 。実物(写 真、 ビデ オ、 祇芝

さ み 居、絵地図等)を 活用 し意
せ を ・自己の役割と貴任を認識 して活動を進めてい 欲化を図る。

る 促 くこ とが で き る. 。各教 科 ・道徳 との 関連 。 曹-冒

当 取 主 ・勤労生産の喜び、奉仕の気持ちをもって活動 ・安全を確保す る。

り 体 。実施 す る ことがで きる。 ・児童 と共に活動 し、円滑 ⑦
組 的 ・互いに認め合い、励ま し合って活動すること に活動が進 められ るよう

日 む に が で きる。 に援助する。 ↓ ↓↓

成 。互 いの良 さを知 り、認 め合 う ことが で きる。 O活 動を振 り返 り、 日常の ⑧
事 就 冨詳価含 生活に生か していけるよ
1後 日 感 ・活動を振 り返 り奉仕の大切さを理解 し、働 く うに励ます。
1の 需 を ・反 省 喜びを盛 じることができる. ・自己評価 ・相互評価を工

指 化 味 夫す る。

導 を わ ・事後指導 ・日常生活に生か していこうとする態度を身に ・成果を認め励 ます。

図 わ 付けることがで きる。 ・次の活動への見通 しや意欲

る せ ・事後の処理 がもてるよ うにす る。
i

■ 層

1

〈教師の働 きかけ〉

①活動範囲の明確化……児童の活動経験を踏 まえ,活 動で きる範囲を明確 にし,児 童 自らが

見通 しをもち主体的に取 り組めるように配慮す る。

② リーダーと しての意欲づけ……上学年では,活 動の中心 としての 自覚や責任を意識 し,活

動で きるよ うに援助する。

③公平な役割分担……下学年 は,全 員がかかわ って活動で きるよ うにす る。上学年では,公

平 な役割分担がで きるように助言す る。

④活動への意欲 と期待……各教科や道徳,特 別活動の他の内容 との関連 を図 り,活 動への期

待感や関心を高あ意欲を持てるようにする。

⑤異学年 による活動……異学年 での活動場面を設定することによ り,活 動に変化が生まれ る
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異学年のかかわりを通 して意欲の持続化を図る。

⑥活動過程での補助 ・援助……児童の活動を大切に しなが ら,改 善 したい事柄に対 して助言

や援助をする。 また,教 師 も共に活動を進め,補 助 して いくことで意欲化を図る。

⑦成果を認め励ます……活動中,努 力 していることを積極的に認め励ます。事後 も活動の様

子を自己評価 ・相互評価 し,成 果を認め成就感を持つ ことがで きるように配慮する。

⑧ 日常活動への定着を図る……経験を生か し,学 級や自己の生活の充実に取 り組めるよ うに

考慮する。

(2)学 級活動における事前 ・事後指導の実践事例

① 児童の意欲や関心を高める活動を工夫 した事前指導 く視 点① ・② 〉

「さつまい もの収穫祭e兄 弟学年=〔4年 と2年 〕」

ア.事 例 の概要

さっ まいもの栽培活動は,長 い期間にわたる活動である。 そのために児童の意欲を持続さ

せていかなければな らない。そこで,活 動への意欲化を図 るために,活 動への見通 しが もて

るように した。収穫祭 も,児 童の自由な発想 を生か し主体的 に取 り組めるように配慮 した。

また,活 動過程で理科や図工等の教科 との関連を図 り,意 欲を持続できるように工夫 した。

さらに兄弟学年で活動を進めることによ り,上 学年 としての 自覚や責任感 も芽生えて きた。

イ.授 業展開

「食べ られ るくらいに大 きくなっただろ

うか。」という思いの中で,教 師が事前に

掘 って きたさつまいもを見 ることで収穫祭

への期待を大 きく膨 らませ ることがで きた。

話合い活動を進めてい く中で,友 だちと助

け合 ったり,協 力 して活動 したこと等,今

までの栽培活動を振 り返 り成就感を味わ う

ことがで きた。

成 し遂げた喜びは,主 体的な話合いを生

み,収 穫祭で は 「さつまい もの成長の様子

を紙芝居 にして二年生 に見せてあげたい。」

「劇 にして表 したい。」等の下学年の児童

を思 いやる意見 も多 く出された。

}
視 点

[

月 活動計画 ね ら い

取り組

みへの

意欲を

高める

4

～

7

土 ・畝づくり

雑草抜 き

苗植え

(農園びらき)

・見通 しを もっ。

・目的 ,意 義 を と

らえ る。

・分担手 順の確 認

取 り組

みを促

し充実

させる

8

～

11

当番活動

収穫祭の計

画づ くり

・仕事の分担

・内容決め

(学級活動)

当 日

i

11 収穫祭 ・主体的な活動
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ウ.考 察

4月 当初に活動を明確に し見通 しが持て るように したこと,児 童が 目的や意義を考え活動

できるよう計画 した ことで意欲の持続化を図れたと考える。 また,各 教科 との関連を図るこ

とで,さ つまいもについて調べたり,休 み時間に栽培園に行 きさっまい もの成長を観察 した

りす る児童 も多 く見 られた。意欲的な児童は,学 校の栽培園ばか りでな く地域のさつ まいも

畑 にも関心を示 し様子を調査する児童 も出て きた。 また,兄 弟学年での取 り組みは児童の 自

信に もつなが った。今後,児 童の意欲の持続化 を図 るため,教 師間の理解が より必要であ る。

① かかわ り合い,認 め合 う活動を工夫 した事後指導 く視点③ ・④ 〉

「美化デー活動=異 学年の縦割 り班活動e」

ア.事 例の概要

学年当初,毎 月位置づ けられている縦割 り班の美化 デー活動の目的や意義を確認 した。

縦割 り班活動を有効な もの とす るために,普 段の学校生活の中で も縦割 り班を中心と した

遊びや話合いの場を設け,異 学年の児童がかかわ り合 う場面を多 くもてるように してきた。

また,六 年生 と して異学年の児童全員が意欲的に活動 していけるよ うに,リ ーダーと して

工夫するように働 きかけることにより児童の意欲の高 まりを促す ことがで きると考えた。

活動計画に基づ き実践を積み重ねて行 くに従 って,児 童 自身 も見通 しを もち手際よ く活動

を進め られるよ うになるが,常 に新 しいかかわ り合いが もてるよ うに活動計画 も工夫 した。

イ.授 業の展開

「一年生が言 うことを きいて仕事を して

くれて嬉 しか った。」 「四年生が一生懸命

や っているか ら自分 もしっか りや らな くて

はと思 った。」など認め合いが意欲につな

がる感想が出された。 また,他 班の六年生

か らの感想を聞 き,お しゃべ りを無 くした

いという悩みや時間内に終わ らないといっ

て いた班 も前回の問題点を次の活動のめあ

て として取 り組むことにな った。

協力が うま くで きている班では,す みず

み まで きれいに したい等の新たな次のめあ

てを もっ ことがで きた。

月1 美化デー活動計画 〔縦割 り班〕

盟

銀

盟

銀

塑

11月

塑

1月

坦

3月

班の人の顔をおぼえよう

班の清掃場所の掃除の しかたを知ろう
r

仲良 く掃除を しよう

床やかべを きれいに しよ う

すみずみまで きれいに しよう

協力 して掃除を しよ う

大掃除をして新年をむかえよう

書き初 めのあ とをきれいに しよう

入 った時よ りきれいな校舎 に しよう

と もに働 いた仲 間。 ご くろ うさ ま。一
{
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ウ.考 察

事後指導は,活 動の締め くくりではな く活動で得た成就感を児童の内面 に定着 させてい く

活動であると考える。その過程で,か かわ り合いや認あ合いの場を設定 してい くことで児童

の意欲を引き出す ことができた。上学年 として,班 の リーダー として活動の仕方や役割につ

いての話合いは,下 学年の児童への配慮や 自分たちの責任,役 割意識 とな って次の活動へ生

かされていった。また,活 動後の感想や記録を もとに自己評価 ・相互評価をすることによ り

他の人のよさに気付いたりT成 就感を味わ うことがで きる。

4.ま とめと今後の課題

児童の発達段階を考慮するとともに,他 とのかかわ り合 う場を意図的,計 画的に工夫する

ことにより,児 童は,互 いのよさを認め合い成就感 を味わ う活動体験が可能 となり学校生活

を充実させ ることがで きるであろうとの仮説の もとに研究を進めてきた。 ここで は,勤 労生

産 ・奉仕的活動の指導計画とそれに基づ く実践事例での研究の成果と課題について述べ る。

q}研 究の成果

ア.事 前指導 について

■事前 ・事後の指導計画の作成 により,児 童の関心 や意欲を高める指導が段階的に しか も効

果的に実施できた。

●事前指導において,写 真,ビ デオ,紙 芝居,収 穫 されたさつ まいも等視覚に訴える実物を

活用することで関心や意欲を高めることがで きた。

●行事への関心,意 欲を高めるために各教科 との関連を考慮 した指導 も効果的である。

イ.事 後指導について

●カー ドや活動の感想 ・記録を もとに した話合いは活発になる。 そこで相互評価 し合 うこと

で次の活動への児童の意欲を引き出す ことがで きた。

●教師の的確 な補助 ・援助が児童の実践意欲を高める。

(2)今 後の課題

●仮説検証の視点 にせ まるための教師の働きかけは,各 学年に分けてきめの細かい内容 にし

てい く必要がある。

●活動の定着を図るために発達段階に応 じた指導内容を明確に していかなければならない。

●勤労生産 ・奉仕的行事の場合,学 校を取 り巻 く環境 により取 り組みに大 きな違いがみ られ

る。教師間の共通理解を図 り,学 校の特徴を生か した計画作 りを してい く必要がある。

●事前 ・事後指導の時間の計画的な確保 も大 きな課題である。
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